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研究成果の概要（和文）： 

班員の研究を能率よく推進するためのサポートとして、インセルアナライザーおよびセル

ソーターの高額機器の購入・保守契約の締結および班員独自による維持管理を行なった。

また、細胞感覚関連分子の遺伝子操作動物作製支援、および多光子励起法を用いた細胞感

覚関連分子および機能のイメージングによる解析の研究支援活動を行った。 

班員への支援班活動の周知のための広報活動、使用のトレーニングコースを行った。また

、夏および冬の当領域班会議に合わせて2回の支援班会議を行い、今後のサポート体制の効

率化について議論を行なった。   
           
研究成果の概要（英文）： 
 To promote each research and collaboration in the Cell-Sensor team efficiently, 
supporting team bought the expensive and advanced apparatus, and maintained the 
appropriate condition. In addition, visualization of sensor molecules and analysis of 
sensor function have been carried-out with a high resonant multiphoton microscopy. 
Also, we supported the production of gene-manipulated mice. To announce the 
supporting activity, the technical training course has been provided, to which more 
than 30 members attended. We also frequently sent the new information to all 
members with the news letters, which printed every 3-4 month. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 52,400,000 0 52,400,000 

2007 年度 36,000,000 0 36,000,000 

2008 年度 3,200,000 0 3,200,000 

2009 年度 16,600,000 0 16,600,000 

2010 年度 5,900,000 0 5,900,000 

総 計 114,100,000 0 114,100,000 
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１．研究開始当初の背景 

特定領域セルセンサーの研究において、セ
ンサーの分子探察と機能評価は、領域内研

究の中心的戦略であるが、細胞分離および
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センサー発現細胞分離のための機器が高額

であるため、個々の研究では購入が困難で

あるとともに、各課題で共有する技術であ

る。また、その、維持・管理および使用に

は高度技術を要する。そのため、支援班で

一括管理・運用が最も効率的な運用である。 

 
３．研究の方法 

初年度（平成１８年度）にセルソーター

（FACSAria）、第２年度（平成１９年度）

に 大 量 細 胞 機 能 評 価 装 置 （ In Cell 

Analyzer）を購入し、生理学研究所で一括

管理し、機器の維持および班員の使用支援

を開始した。 

また、センサー分子およびその動態の可視

化と機能評価のために、生理学研究所に設

置されている２光子励起顕微鏡を用いて班

員の活動を支援した。 

また、生理学研究所の遺伝子改変動物作成

支援センターにおいて、センサー分子など

の遺伝子改変動物の作成を支援した。 

 
４．研究成果 

班員の研究を能率よく推進するためのサポ

ートとして、支援班で購入したインセルア

ナライザーおよびセルソーター２台の高額

機器の保守契約の締結および班員独自によ

る維持管理を行なった。セルソーターを用

いて、温度感受性センサーや各種 TRP 受

容体の解析のための細胞分離など６課題の

研究支援を行った。また、インセルアナラ

イザーを用いて、アポトーシス刺激による

細胞容積変化、容積感受性センサーやバゾ

プレッシン分泌細胞の機能解析など５課題

の研究支援用いて、行った。特筆する結果

として、バゾプレッシン細胞が細胞外浸透

圧を関知する際に、自ら放出するバゾプレ

ッシンによる自己防御のための細胞容積調

節機構の解明（Science Signaling, 2011）

などが挙げられる。 

また、多光子励起顕微鏡を用いて、細胞内

Ｃｌセンサーの一つである K-Cl 共役担体

の細胞膜上における動態の検討、センサー

の機能評価として、細胞内 Cl 濃度測定、

バゾプレッシン細胞の分布評価、骨細胞の

生体イメージングなど、６課題の研究支援

を行った。末梢センサーの活動による脳内

の活動およびその領域を観察できる内因性

シグナル観測システムの高度化を行なった。

また、生体および組織内でのセンサー分子

の機能の検討を行うため、光感受性化合物

の光による活性制御システムの高度化を行

った。その結果、生体および組織内におけ

るサブミクロンの領域における光感受性物

質の活性制御を行うことが可能となった。 

遺伝子改変動物作成支援として、各種セン

サー分子の可視化マウスを中心に１４種類の

トランジェニックマウスの作成を行った。

（CAG-Kusabira Orange floxed-ChR2-GFP，

Tre-eNpHR, MHC-ChR2  Orexin-ChR2 ， 

Orexin- eNpHR, mTNFa-Ds Red，rMCP1-Ds 

Red ，  mAdiponectin-Ds Red ， hGLUT4-Ds 

Red など）。現在、すべて解析中である 

また、班員への支援班活動の周知のため、生

理学研究所での支援活動へのサイトビジット

（３０名参加）や技術の集中的トレーニングを

行った。また、総括班が発行する定期的なニ

ュースレターにより、支援活動の周知を行った。

また、夏および冬の当領域班会議に合わせて

2 回の支援班会議を行い、今後のサポート体

制の効率化について議論を行なった。支援班

活動はいずれも研究早期段階で重要なスク

リーニングやパイロットスタディ、マウス

作成である。そのため、支援班が提供した

活動をもとに行った各班員の成果は、多く

が論文作成中または、投稿中である。 
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